
平成 30年 10月 20日（土）第 24回「熊本城学」 於：桜の馬場城彩苑 2階多目的交流室 

鹿児島（鶴丸）城跡の構造と熊本城～最新の発掘調査成果から～ 

熊本県教育庁教育総務局文化課（鹿児島県立埋蔵文化財センターより派遣） 西野元勝 

 

１ はじめに～鹿児島城跡とは 

鹿児島城は、薩摩藩の本城で、

別名鶴丸
つるまる

城
じょう

と呼ばれています。

この城は、初代薩摩藩主、島津
し ま づ

家久
いえひさ

が慶長６（1601）年頃から

築城を始め、慶長末（1615年）

頃にほぼ完成したとされていま

す。築城当初は背後にそびえる

城山
しろやま

に本丸、二ノ丸を置き、山麓

部分に屋形造りの平城を置いて

居所としていました。江戸時代後半には、城の中心が平地部分に移ったため、本丸、二ノ丸は平城に移

されました。 

明治時代に入ると、本丸には鎮西鎮台第二分営が置かれましたが、本丸の建物は引き続き利用されて

いました。しかし、明治６（1873）年の大火事で本丸の建物はほとんどが焼失しました。さらに、明

治 10（1877）年には，西南戦争の戦場になったため、わずかに残っていた倉庫も焼失してしまいま

した。その後，本丸は，県立中学校造士館，第七高等学校造士館，鹿児島大学文理学部・医学部などと

して利用され，昭和 53・54 年の発掘調査を経て、現在は鹿児島県歴史資料センター黎明館（以下、

黎明館）が建っています。 

 

２ 熊本城との違い 

 熊本城が台地の上に築かれているのに対し、鹿児島城の中心部は、平地の館と背後の山城の両方で成

り立っています。また、鹿児島城は熊本城と比べ、石垣は低い、堀は狭くて浅い、複雑な枡形もない、

天守や櫓といった高層建築もほとんどない、といった違いがあります。一見防御の面では弱いように感

じますが、有事の際に立て籠る山城部分は、切り立った崖がめぐるシラス台地の要害で、頂上付近を中

心に土塁や曲輪も築かれています。さらに、山城跡などを利用して要害とし、周囲に武士を住まわせた

外
と

城
じょう

が藩内には最大 110ヶ所置かれており、藩全体がいわば大きな要塞となっていました。 

鹿児島城のもうひとつの特徴は、海がとても近いことです。城内には、海に面した交易に関係する築地
つ い じ

を含み、築地の近くには琉球館もあります。城下町も海沿いまで広がっており、港湾都市としての性格

もありました。幕末には城内に蒸気船のひな形を造った精錬所
せいれんじょ

がおかれ、本丸と庭園との間で日本初の

電信を行うなど、科学技術の実践の場所でもありました。鹿児島城は常に海の外に目を向けた城でした。。 

３ 最近の発掘調査の経緯 

 鹿児島城跡で

は、木の根の張り

出しなどの様々

なことが原因で、

石垣に孕
はら

みや隙

間があります。そ

のため、黎明館を

中心に、史跡の保

全を目的とした

調査・測量などを行って、必要な場所には修復工事を

行う鶴丸
つるまる

城
じょう

保全
ほ ぜ ん

整備
せ い び

事業
じぎょう

が実施されています。発掘調

査は、この鶴丸城保全整備事業の一環として行われて

います。平成 26 年度から現在までの間に、本丸跡の

御楼
ご ろ う

門跡
もんあと

や北御門
きたごもん

周辺の石垣の修復、御角
お す み

櫓
やぐら

の整備、

第七高等学校同窓会記念碑移設のための調査を行いま

した。 

 

４ 発掘調査の成果 

 発掘調査の成果は、さまざまな分野に及びますが、今回は特に大きな成果である、①御楼門の地下構

造、②本丸の排水機能、③能
のう

舞台
ぶ た い

跡
あと

、④西南戦争の爪痕、⑤特徴的な出土遺物の５つについてご報告し

たいと思います。 

（１）御楼門
ごろうもん

 

平城の正面には、御楼門が置かれ、元禄９年に火

災により焼失しましたが、宝永４（1707）年には再

建され ました。その後、数回の建て替えを経て、明

治６（1873）年に再び火災で焼失しました。この門

は、琉球王の世継
せ じ

訪問などに使われた儀礼用の門で、

鹿児島城を象徴する建物でした。明治時代に撮影された 

写真から、この門は二重二層の武家門形式で、屋根は 

瓦葺き、外壁は漆喰塗の瓦を打ち付け、目地に漆喰を塗った「なまこ壁」であったことが確認されてい

ます。発掘調査では、門の基礎や坪
つぼ

地業
ちぎょう

、三和土
た た き

の痕跡が確認され、多くの瓦が出土しました。 

 坪地業とは、穴を掘って、その中に拳大に砕いた溶結凝灰岩を突き固めて柱の基礎を造ることで、二

ノ丸跡や島津家の菩提寺である福
ふく

昌寺
しょうじ

跡の建物でも確認されています。 

▲御楼門周辺の地下構造 



（２）本丸の排水機能 

 

御楼門周辺の石垣の裏や御楼門、御兵
おひょう

具所
ぐ じ ょ

跡、御角
お す み

櫓
やぐら

跡では、石組みの排水溝が確認されました。また、黎明

館と県立図書館の境では、堀が確認されました。排水溝

は石垣の周囲をめぐるような形で確認され、御楼門のあ

る正面の石垣だけは、わざわざ見えにくい場所に排水口

を造っていました。この成果により、本丸部分がどのよ

うに排水を処理していたかが明らかになりました。 

 

（３）能
のう

舞台
ぶ た い

跡
あと

 

能舞台の橋掛
はしがか

り部分の床面を確認しました。橋掛   

りとは，「本舞台」と「鏡の間（楽屋）」を結ぶ廊下  

です。床面は半円形の溝状で，硬化面の上に漆喰を 

敷き固めていました。これは，橋掛り上での演技で 

出す音がより響くための，音響効果を高めるための 

工夫であると考えられます。         

薩摩藩主島津家では，初代藩主家久
いえひさ

や８代藩主
はんしゅ

重豪
しげひで

、 

幕末の国
こく

父
ふ

久光
ひさみつ

などが能にとても打ちこんでいまし

た。また、幕末の四
よん

賢
けん

公
こう

の一人にも数えられる 11 代

藩主斉
なり

彬
あきら

や天璋院
てんしょういん

篤
あつ

姫
ひめ

もこの能舞台で能を鑑賞した

と記録に残っています。この発見は，島津家が武術だけ

ではなく、文化・芸術に力をいれていた証拠といえるで

しょう。 

（４）西南戦争の爪痕 

 

 

 

 

 

 

 

 

御楼門周辺の石垣を清掃したところ、無数の穴が見つかりました。この穴は、明治 10 年（1877）

の西南戦争の際の弾痕
だんこん

であることがわかりました。いくつかの穴の中には、銃弾
じゅうだん

・砲弾
ほうだん

片が残ってい

ます。明治 10年９月、熊本・宮崎での戦いに敗れた西郷隆盛を中心とする薩軍は故郷鹿児島の地に戻

り、城山を中心に布陣しました。明治新政府の官軍は，約５万人の兵でこれを包囲し、無数の銃弾・砲

弾を城山や鹿児島城にこもる薩軍兵に浴びせました。御楼門周辺に残る無数の銃弾は、官軍の攻撃のす

さまじさを伝えています。国内最後の内戦という日本史上の転換点となった西南戦争を考える上で貴重

な痕跡です。 

 

（５）徴的な出土遺物 

鹿児島城跡では、これまで多くの遺物が出土しています。最も多いのは瓦です。鬼瓦は数種類出土し、

キリシタン瓦も出土しました。家紋が入った瓦も出土していますが、ほとんどが牡丹
ぼ た ん

文で、実は、丸に

十の字の瓦は一点も出土していません。また、上質の薩摩焼や、中には、オランダの書物を見て造られ

た日時計も出土しました。 

 

 

 

 

▲御楼門裏側の排水溝 

▲能舞台の概念図 

▲能舞台跡橋掛り部分 

▲能舞台跡橋掛り部分の模式図 

▲御楼門裏側の石垣と排水溝の関係 


